
第１部 園芸加工品類

(1) 園芸加工飲料 110 点

(2) 園芸加工食品 123 点

第２部    鉢花類 104 点

第３部 寒天 101 点

第４部   くだもの

(1)ぶどう 106 点

第５部 漬物類

(1) 浅漬物 103 点

(2) 本漬物 105 点

第６部 きのこ

(1) えのきたけ 113 点

(2) ぶなしめじ 101 点

(３) しいたけ・なめこ等 33 点

                  999 点

審　　査　　報　　告

　長野県、長野県園芸特産振興展推進協議会主催による令和５年度長野県園芸特産振興展品評会の

審査を、去る9月21日から11月９日にかけて部門ごとに実施いたしましたので、審査員を代表してその概

要と審査結果を御報告申し上げます。

　長い歴史と伝統のある当品評会に、県内各地から優秀な園芸特産物が数多く出品され、部門別の出

品点数は以下のとおりでありました。

合 計

　本年の天候を振り返りますと、全国各地で高温・干ばつ、大雨などの異常気象に伴う災害が発生いた
しました。本県におきましても、４月の降霜、低温により特に果樹で大きな被害が発生し、その影響からり
んご品評会は中止を余儀なくされました。
　加えて、国際情勢の激変による燃料、生産資材等の価格高騰の影響も続いており、皆さまにとって非
常に厳しい経営環境が続いているものと推察いたします。
　さて、審査でございますが、部門ごとの審査規程に基づき、第１次審査では、園芸特産振興展にふさ
わしい品質・品位を、第２次審査では消費者ニーズへの対応と市場性、経済性等について、公正かつ
厳正に行いました。
　いずれの部門においても、品質・品位はもちろんのこと、食の安全・安心や健康志向など、消費者の
ニーズに応えようと趣向をこらした出品財が揃っており、長野県を代表するとともに、全国においてもトッ
プレベルの出品財が数多くありました。
　これは、出品者の皆様の長年に亘り蓄積された高い栽培技術や加工技術が反映されたものと、審査

員一同改めて感銘を受けたところであります。



　以上、審査の結果、

      農林水産大臣賞 9 点

      水産庁長官賞 1 点

      林野庁長官賞 3 点

　　　大臣官房長賞 4 点

      農産局長賞 4 点

      関東農政局長賞 2 点

      長野県知事賞 16 点

      公益社団法人日本缶詰びん詰レトルト食品協会長賞 4 点

      全日本漬物協同組合連合会長賞 4 点

      長野県園芸作物生産振興協議会長賞 3 点

      長野県園芸特産振興展推進協議会長賞 14 点

      信州きのこ祭り推進協議会長賞 3 点

      長野県農業協同組合中央会長賞 4 点

      全国農業協同組合連合会長野県本部長賞 3 点

      一般財団法人長野県果樹研究会長賞 2 点

      一般社団法人長野県缶詰協会長賞 6 点

      長野県漬物協同組合理事長賞 4 点

      長野県鉢花園芸組合長賞 4 点

      長野県寒天水産加工業協同組合長賞 2 点

      長野県森林組合連合会長賞 1 点

      長野県特用林産振興会長賞 1 点

      一般社団法人長野県原種センター理事長賞 2 点

      一般社団法人長野県農村工業研究所理事長賞 2 点

            合                  計 98 点

　を選抜いたしましたので、褒賞を授与されますようお願いし審査報告といたします。

審査長　　長野県農業試験場長　　

鈴木　正幸

　本年の天候を振り返りますと、全国各地で高温・干ばつ、大雨などの異常気象に伴う災害が発生いた
しました。本県におきましても、４月の降霜、低温により特に果樹で大きな被害が発生し、その影響からり
んご品評会は中止を余儀なくされました。
　加えて、国際情勢の激変による燃料、生産資材等の価格高騰の影響も続いており、皆さまにとって非
常に厳しい経営環境が続いているものと推察いたします。
　さて、審査でございますが、部門ごとの審査規程に基づき、第１次審査では、園芸特産振興展にふさ
わしい品質・品位を、第２次審査では消費者ニーズへの対応と市場性、経済性等について、公正かつ
厳正に行いました。
　いずれの部門においても、品質・品位はもちろんのこと、食の安全・安心や健康志向など、消費者の
ニーズに応えようと趣向をこらした出品財が揃っており、長野県を代表するとともに、全国においてもトッ
プレベルの出品財が数多くありました。
　これは、出品者の皆様の長年に亘り蓄積された高い栽培技術や加工技術が反映されたものと、審査

員一同改めて感銘を受けたところであります。

令和5年11月22日


